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研究成果の概要： 
 
オメガ-3 多価不飽和脂肪酸の一つであるエイコサペンタエン酸(EPA)摂取は脈絡膜における
炎症抑制を介して加齢黄斑変性(AMD)の本態である脈絡膜血管新生(CNV)を抑制することが
示された。また CNV の抑制は眼局所のみならず全身の炎症レベルの低下による可能性が示唆
された。現在米国では EPAの AMD発症に対する介入試験が行われている。本研究はその生物
学的根拠となりうるものである。 
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１． 研究開始当初の背景 
 
近年 -3PUFAの摂食がAMDのリスクを低下
させることが報告されているがそのメカニ
ズムは不明であり、その解明はAMD予防戦略
の確立とって大きな意義を持つ。 
 
 
 

２．研究の目的 
近年ω-3 多価不飽和脂肪酸(PUFA)の摂取
が加齢黄斑変性(AMD)の発症を抑制すると
の疫学調査が報告されている。今回我々は、
エイコサペンタエン酸(EPA)の摂取が実験的
脈絡膜血管新生(CNV)に及ぼす影響を検討し
た。 
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３．研究の方法 
 

6週齢の C57BL/6マウスを魚粉抜き飼料、
EPA混餌飼料、またはリノール酸混餌飼料で
4 週間飼育した後、レーザー光凝固により
CNVを誘導した。光凝固後 7日目に CNV体
積を評価し、また脈絡膜での炎症関連分子の
発現を RT-PCR 法、ELISA 法で検討した。
さらに血清中のCRP、IL-6濃度を測定した。
また、培養血管内皮細胞で炎症関連分子の発
現につき、EPA 投与の効果を RT-PCR 法、
ELISA法で検討した。 
 
 
 
 
４．研究成果 

 
魚粉抜き飼料群に比し、EPA 混餌群で

CNV 体積は有意に減少したが、リノール酸
混餌群では有意差はなかった。EPA混餌群で
は脈絡膜における上記分子の発現が有意に
抑制された。さらに血清 CRP、IL-6 とも有
意に低値を示した。培養細胞における上記分
子の発現も EPA 投与により有意に抑制され
た。EPA摂取は脈絡膜における炎症抑制を介
して CNV を抑制することが示された。また
CNV の抑制は眼局所のみならず全身の炎症
レベルの低下による可能性が示唆された。現
在米国では EPA の AMD 発症に対する介入
試験が行われている。本研究はその生物学的
根拠となりうるものである。 
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